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Thiophenicolの 細菌性赤 痢に対す る使用経験

深 谷 一 太

東大伝研内科(主 任:北 本 治教授)

(昭和41年1月11日 受付)

ま え が き

Thiophenicol(TP)は ア メリカおよびイタリーで研究

され,Chloramphenico1(CP)と 近似の化学構造を有す

るが,別 種の合成化合物とされ,腎 よりの排泄量の多い

点に特徴があるとされるoこ のものについて,細 菌性赤

痢患者に対する使用成績ならびに2,3の 基礎的検討を

行なつた結果について報告する｡

1.赤 痢菌の感受性値

患者分離株35株,標 準 丑1b1株 計36株 の感受

性値は表1の 如くで,CP耐 性菌はすべてTPに も交叉

耐性を示した｡ま た感受性菌では倍数希釈にて1段 階程

度CPよ りすぐれているものが多かつた｡

2・ 臨 床 成 績

表2はTPを 細菌性赤痢と して当院に入院 した患者

に経口投与したときの成績で,症 例1,2,9～12の6例

では1日29分4に て5日 間,症 例3～8ま での6例 で

は1日39分4に て5日 間投与を行なつた｡

症例1.M.0.29j6

3老 耐性菌 忍2aを 検出した例で,赤 痢菌が投与終

了翌日にも検出されたので,他 剤投与に変更したが,2

表1赤 痢菌のCPお よびTPに 対する感受性

MICmcg/ml

0.8

1.6

3,1

6.3

12.5

25

50

100

100<

CP TP

0

6

3

6

2

0

0

0

9

1

5

4

1

5

2

0

0

0

9

1

計 36 36

日間排便がなかつたあとの検便では既に陰性となつてい

た｡本 例ではCP耐 性菌であつたた あ,効 果が十分で

なかつたといえようo

症例2.S,T.34」 ♂

感受性菌 ガ.3aで あつたが,菌 消失はおくれて6日

目にみられ,他 剤追加投与を行なつた｡し かし一応TP

に よる効果が臨床的にみとめ られ,病 原体的にも有効と

表2Thiophenicolの 細菌性赤痢に対する使用成績
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一般に1日29使 用 よりは39と やや大量を使用し

た方がよい成績を収めたようであつた｡使 用例中には副

作用を認めたものはなかつた｡

3.血 中 ・糞便内濃度測定

TP1日29投 与のさい,逐 日一定時(500mg投 与

後3時 間の時点)に 採血 した4例 の成績を図4に 示す｡

症 例によるばらつきがかなり認められる ようであった

が,一一般にCPと 匹敵する濃度上昇をえたといえよう｡

糞便内濃度も従来の方法で測定 したところ,図5の 如

く数百ないし千数百mcg/9に お よぶ高濃度がみとめら

れ,腸 管感染症に用いてその効果が十分期待できる程で

あつた｡
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考えて も差支えないようであつた｡

症例3もCP耐 性菌であ り,臨 床的,病 原体ともに無

効であつた｡症 例4はCP感 受性菌で有効例であつた｡

以上,赤 痢菌陽性4例 中,著 効は1例 に止つ た｡CP

耐性菌の数十%に も上る今日では本剤の如きCPと 交叉

耐性を有する薬剤の使用効果が,自 ら制約されることは

致 し方ないところであろう｡

菌陰性8例 においては,大 部分の例において先ず臨床

的効果を収めた｡
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新抗生剤Thiophenicolに ついて,細 菌性赤痢患者に

使用した経験を述べた｡す な わ ち,Chloramphenic｡1

との交叉耐性の存在のため,CP耐 性赤痢菌による赤痢

には効果が期待 しにくかつた｡菌 陰性例ではほとんどの

症例に臨床的効果を収めた｡

外に赤痢菌のTPに 対 す る感受性値がCPに 比し一

般にややす ぐれていること,血 中および糞便内濃度が経

口投与により十分上昇す ることなどを認めた｡

副 作用は1例 も観察されなかつた｡

本論文の大要は第12回 日本化学療法学会東日本支部

総会において発表された｡

文 献

北本 治 ・深谷一太:J.Antibiotics,Ser.B投 稿中




